
【対象となった委託業務】

主 な 取 組

各既往調査を横断的に再解析し、また、詳細な地形解析と地表踏査により、付近の地質的、水文
的な形成過程を考察することで流動傾向等、地下水解析の基礎資料としました。これらを基に自
噴孔の湧水量や、井戸水位を自動観測化し、精度向上を図りつつ実施した観測結果を精査し、
工事の影響を評価した結果、懸念された広域でのボイリングの可能性は低いと判断しました。

上田建設事務所
業 務 箇 所 （国）144号　上田市　伊勢山（上野バイパス）（1）

最終契約額 336万1千円
業務

概要

＜地下水位観測＞
自記式水位計観測 33箇所回、自記式水位計資料整理
55箇所回、井戸調査（触針式水位計観測・資料整理）
22孔月
＜水質調査＞ pH、電気伝導度（EC）、水温 11箇所回

契 約 期 間 自　平成31年3月1日
至　令和2年2月29日

業 務 名 平成30年度　社会資本整備総合交付金（広域連携）（ゼロ県債）事業に伴う調査業務
発注

機関

所属

企業

商号又は名称 株式会社　北信ボーリング

住所 長野県飯山市大字蓮3957番地

令和２年度 長野県優良技術者表彰 受賞者取組概要【一般部門】

委託業務

優良技術者

氏   名 小林　保男
当 該 業 務 に お け る 役 割 主任技術者

等高線図 の地点

既往調査結果の再解析および観測結果を精査し、工事の

影響を評価した結果、懸念された広域でのボイリングの可

能性は低く、現状の暗渠工等の排水対策で対処可能と判

断し、トータルコストの縮減につながる結果を得られました。

神川


